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 皆さん、改めましておはようございます。 

 先週も、特に前半は本当に残暑が厳しかったですね。土日とひんやりした日となりましたが、この先

もまだまだ暑い日が続きそうです。そうした中でもインフルエンザが全国的に流行しているそうです。

手洗いやうがい、換気等、感染防止対策には十分気を付けていきましょう。 

 今日は８月３１日、本来であれば夏休み最終日ですが、６月に台風接近に伴う臨時休業があったため、

例年より１日早い第２学期の始業式となりました。生活のリズムがまだ戻っていないという人もいるか

もしれませんが、早速今週末には第４５回光輝祭が予定されています。今年のテーマは「青春開花 全

力をつくす光輝祭」です。明日の課題考査が終わると準備期間となります。日程的にはほんの少しだけ

余裕が生じましたので、ぜひクラス、部活動、有志団体等それぞれの立場で全力を尽くし、皆で協力し

ながら最高の出来栄えになるように取り組んでください。皆さんの頑張りに期待しています。 

 この夏休みを振り返ると、自然災害が多かったことが記憶に残っています。７月下旬には、熊本県で

最大震度７を観測する非常に大きな地震が発生しました。昨年度の修学旅行、今の３年生と一緒に、１

０年前の熊本地震での被害の様子を目の当たりに、自然災害の恐ろしさと普段からの備えの大切さを痛

感しました。今回も同様に、とても大きな被害が出ています。 

 また、今月中旬には、千葉県を中心に記録的な集中豪雨がありました。平年の８月１か月分の３倍を

超える降水量が短時間にあったとのことで、公共交通機関だけでなく、走行できなくなった自動車が道

をふさぐなど、こちらも大きな被害をもたらしました。後日のことになりますが、さいたま市を中心に

埼玉県の県南でも集中豪雨の被害がありました。 

 そして先日には、夜中２時に関東地方で大きな地震がありました。スマホの地震速報でびっくりした、

とか、結構揺れが激しかった、という報道もありました。ここ宮代町は震度５弱ということでしたが、

幸い本校では被害はなかったところです。 

 これら以外にも、国内外を問わずさまざまな自然災害が発生していますが、それぞれ被害を受けられ

た方には、心よりお見舞い申し上げます。一日も早く安心して生活できる日が戻ることを願っておりま

す。それと同時に、普段からの備えをしっかりとしていかなくてはならないと、改めて強く感じていま

す。このあと実施するシェイクアウト訓練もその一つです。皆さんも防災意識を高められるようにして

ください。 

 今日の本題に入る前に、一つ質問です。皆さん、虫は好きですか？私はどちらかというと苦手なので

すが、今多くの昆虫が絶滅の危機に瀕している一方、虫嫌いの風潮が広がり、保全が手遅れになること

への危機感があるという記事を８月２５日の毎日新聞夕刊で見かけました。虫嫌いが増えているのは、

都市化の影響や自然体験が減っていること、そして気候変動も一つの原因だそうです。記事の中では、

虫嫌いが子どもの成長や健康面への影響をもたらすことも取り上げられています。だからと言って急に

虫大好きになれるわけではないのですが、少しずつ見方を変えていこうとは思っています。 

 では、２学期最初の校長講話ですが、今日の内容はＡＩについてです。私自身はＡＩについてさほど

詳しいわけでもないし、積極的にＡＩを活用しているわけでもないのですが、パソコンやスマホを使っ

ているうちに、自然とＡＩを頼りにしているようです。 

 先ほどお話ししたとおり、我が家では毎日新聞を取っているのですが、ＡＩと人類が共存する新世紀

の到来に、私たちがどう対応していけばよいのかを扱う「ＡＩ新世紀」というタイトルのコラムを掲載

しています。そして、７月下旬からは、－変わる学び―という、教育現場に特化した内容も何回か扱っ



ています。そこでは、ＡＩを使うことに葛藤する大学生、ＡＩに手伝ってもらった宿題を家庭教師の先

生に見せた中学生、大学受験のための勉強にＡＩを活用した高校生、フィルタリングがかかったタブレ

ット端末で偽サイトにアクセスしてしまう小学生、を切り口に、専門家の意見なども交えながら、さま

ざまな角度からＡＩの功罪を扱っています。その中で気になったことを３つほど紹介します。皆さんも

「なるほど」と共感してくれるはずです。 

 教育学が専門の早稲田大学大学院の田中博之教授は、教育現場でＡＩを活用する際の「５つの原則」

を提言しています。①初めは自分で考える②考えを深める③真偽を確かめる④生成物に責任を持つ⑤自

己成長に生かす、というものです。特に①が最も重要で、「まず自分で考えられるかが天と地の差にな

る。」と話されています。 

 ＡＩ時代に考える力、思考力を伸ばすためにはどうしたらよいかについて、言語脳科学者である東京

大学の酒井邦嘉教授は、「紙の本を読んで想像力を広げ、自らの手で文章を書くことこそ、真の『生成』

だ。ＡＩで作られたものは既存のものを組み合わせた『合成』に過ぎない。」と話されています。そし

て、「生成ＡＩには人間の思考力や想像力を奪うリスクがある。安易な手段に陥らず、考え続けるよう

導くしかない」と警告されています。 

 そして、ＡＩ技術に不可欠なディープラーニングの源流となる研究を半世紀前に手がけた世界的権威

である数理工学者の甘利俊一さんは、「考える過程に苦しみがあるからこそ、楽しみに達成できる。考

え抜くこと。」という金言を私たちに授けてくれています。 

 また私事になり恐縮ですが、小学校２年生の夏休みに、読書感想文を書かなくてはいけないという宿

題が出されました。なかなかやらずに最後の最後になって、本の後ろに書いてあった文章をそのまま写

しているところを、母親にこっぴどく叱られた経験があります。そのおかげで、今の言葉で言う安易な

コピペをすることは基本的にしないようになりました。 

 もう一つ自分のエピソードを紹介します。大学２年生の時、英語のラジオドラマを聞いて、その内容

を日本語でまとめて提出するという課題が数回出されました。何度も何度も繰り返して聞いても聞き取

れないところが多々あり、自力で聞き取れたことだけをまとめて書いて提出しました。評価は散々でし

た。友達に見せてもらって、写したことも正直何回かありましたが、後ろめたさはずっと消えず、最後

のほうはまた自力でできた範囲だけで提出しました。結局レポートの評価は最初から最後までずっと変

わらずのままでした。もちろんリスニング力の向上にもつながらなかったし、自分の力ではない成果物

を提出したことに対しての苦い思い出だけが今でも残っています。 

 そんなこともあり、ＡＩを使うことに葛藤する大学生やＡＩに宿題をやらせた中学生に、自分自身を

重ねながら記事を読みました。 

 ＡＩを使うことに葛藤する大学生は、「自分で勉強するより生成ＡＩに聞いたほうが早い。『俺、要

る？』と感じます。」と言い、「無力感がエグい。課題を全部ＡＩに丸投げしたら、自分より出来が良い」

とＸに投稿したそうです。大学生活当初、「ＡＩを使うと地力が育たない」、と言って自制してきたそう

ですが、友人がＡＩを使って課題をこなし、自分より高成績を獲得している中、ＡＩを本格的に使い始

めたそうです。「成績を上げようとすればするほど、ＡＩに甘えてしまう。」と話し、学習し直すにも「こ

こまで知識が抜け落ちると時間がかかり、本当にやばい。」と話しています。 

 先ほども話したとおり、私自身はＡＩの専門家ではないので、十分的を射ていないことは承知してい

ますが、ＡＩだけに頼るにはやはり危険だと思います。ちなみに自分の中では正しい表現だと思って「的

を得て」と入力したら、ワープロソフトが「誤用語」として指摘してくれましたので、ネット上の辞書

で確認して、本来の正しい表現の「的を射る」にしています。これもＡＩのおかげなのでしょう。但し、



「的を得る」自体は正しい表現であるというネット情報もあるので、少し混乱しています。 

 そろばんのかわりに電卓が広く普及したように、パソコンやスマホが一般的になり、そして今ＡＩが

急速に私たちの生活に大きな変化をもたらしています。どれも便利な道具ですが、欠点がひとつもなく、

万能というわけではないので、使い方を間違えるとやっかいです。 

 ゴリラ研究の第一人者として知られる山際寿一（じゅいち）さんは、毎日新聞とのインタービューの

中でこう話されています。少し長いですが、引用します。「ＡＩは情報を整理するのは得意ですが、Ａ

Ｉが本来できないものにまで依存するのは間違いです。人間関係の処理は絶対にＡＩにやらせてはいけ

ません。ＡＩに『この人と付き合うにはどうしたらよいか』と聞くと、答えはすると思います。でも僕

らは相手のことをもっと知りたいと思うし、１００％知ったら面白くない。分からない者同士だから、

一緒にいる意味が出てくるのです。」 

 ＡＩに関するニュースや報道は、毎日何かしらマスメディアで取り上げられていますし、ネット上に

もさまざまな形で情報提供されています。そうした中、人間だからできること、人間しかできないこと

をしっかりと見極め、そのためにＡＩを賢く活用するのが重要で、ＡＩは人間としてなんらかの成長を

するために使うものであって、決してＡＩに使われることがあってはならない、と私は常々感じていま

す。皆さんはどう受け止めるでしょうか。 

 ここで話題が変わりますが、昨年度１年間の校長講話では「自分の良いところを伸ばそう」というこ

とを繰り返して伝えたつもりです。今年度は「自分の身の周りをよく見渡してほしい」ということを話

しています。自分の立ち位置を確認し、他の人との関連性の中で自分自身を成長させる、これこそ人間

だからできること、人間にしかできないことだと思っています。今日も繰り返しになりますが、「自分

の身の周りをよく見渡す」こと、これをぜひ実践してみてください。 

 さて、令和８年度もその折り返しがそろそろ見えてくる頃が近づいています。今学期がいろいろな意

味で、生徒の皆さんにとって更なる成長の機会となることを大いに期待して、今日の話を終わりにしま

す。 

 

 


